








































（L’Institut Mémoire de l’édition contemporaine）に赴いたのは2₀₀₆年11月の初
旬のことであった（3）。折しも、『苦悩』（1985年）のもとになった、第二次世界
大戦のさなかから戦後にかけて書かれた四冊の古いノートを採録した『戦時の
















































































































































しはまだそれ〔＝その髪〕をしている〔je les ai encore〕」の「それ」を示す直


























































































































































































































































































（ 1 ） フランソワ・オランド大統領（当時）も追悼のコメントを出している。2₀19年
11月現在も在日フランス大使館のホームページから確認できる。URL は以下の通
り。https://jp.ambafrance.org/Deces-d-Emmanuelle-Riva
（ 2 ） 2₀19年11月現在で確認できる URL は以下の通り。https://www.asahi.com/
articles/ASK1X7DG1K1XUCLV₀₀7.html
（ 3 ） このときの経緯については簡単な報告を本誌に掲載していただいた。「IMEC に
おける調査の報告」『AZUR』第 8 号，成城大学フランス語フランス文化研究会，
2₀₀7年，pp. 89-1₀1. http://www.seijo.ac.jp/pdf/graduate/gslit/azur/₀8/₀8₀₆.pdf





（ 5 ） 工藤庸子訳，マルグリット・デュラス『ヒロシマ・モナムール』，河出書房新
社，2₀14年，p. 7.
（ ₆ ） Marguerite Duras, L’Amant, 7₆DRS/4/7 （DRS4.5）, fº 13.
（ 7 ） L’Amant, 7₆DRS/5/1（DRS5.1）, fº 15.
（ 8 ） Marguerite Duras, L’Amant [1984] in Œuvres complètes, t. III, la Bibliothèque de 
la Pléiade, Paris : Gallimard, 2₀14, pp. 14₆3．訳出はすべて筆者による。





（1₀） Op.cit., p. 1455.
（11） Ibid.










（15） 7₆DRS/4/4（DRS4.2）, 2nde liasse, fº 3-4.






（18） Op.cit., p. 1492.
（19） 7₆DRS/4/7（DRS4.5）, f º 5₀. この断章はプレイヤード版にも採録されている。




19₆5年に死去。おもな作品に、Cambodge（1933）, Chant de paix（1937）, Le Feu et 
l’amour（1953）, L’Asie en flammes（19₆5）がある。カンボジア生まれである彼女が
パリでデュラスと親交をもっていたことは興味深い事実といえる。
（22） Op.cit., p. 1493.
（23） Op.cit., p. 1497.













（DRS4.2）, 2nde liasse, fº 12.）
（2₆） Op.cit., p. 1872.








（3₀） « Le succès de L’Amant »（Enquête de Françoise Py）, in L’ARC : Marguerite 
Duras, Paris : Duponchelle, 199₀, p. 88.
（31） 西谷修「マルグリット・デュラスの二つの名」，『ユリイカ』（増頁特集　マル
グリット・デュラス），青土社，1985年 7 月号，p. 219.
（32） 同前，p. 218.
（33） 同前，p. 218.
（34） « Le succès de L’Amant »（Enquête de Françoise Py）, p. 89.
